家庭礼拝　2012年2月15日　マルコ6章1－13　12人を派遣する
　賛美歌4　世にある限りの　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌402　いとも尊き
起

今日の6章には多くの話が載せられています。小見出しが6つも付いています。すべて出来事を表す内容となっています。話が長いので、今回は、ナザレで受け入れられない、と言う小見出しと、12人を派遣すると言う小見出しの箇所を学んでみたいと思います。
5章では大きな奇跡を行ったイエス様ですが、今日の箇所では奇跡はほとんど行っていません。イエス様は、故郷のナザレに帰ったのですが、そこではあまり敬われることはありませんでした。人でも物でも自然でもそうですが、あまり近くにいる人はそのすばらしさが分からないようです。富士山の高さを一番感じるのは、裾野に住んでいる御殿場の人たちではなく、遠くの山から、山々を越えてそびえている富士山を見ている人たちです。ほかの比較するものと一緒に見ているので、その高さやすばらしさが分かるのです。自分の家の父親をすごいと思っているのは、その家に一緒に住む母親でも子供達でもありません。遠くからその働きを見て尊敬している人々です。ほかの人たちとの違いが分かるからです。近くで見れば見るほど、自分とあまり変わらないではないかと思ってしまって、敬うことを忘れてしまいます。
イエス様が故郷のナザレに帰ったとき、ちょうどそのようなことが起こりました。これほどの大きな奇跡を行い、その名が知れ渡り、大勢の人々が四方八方から付き従ってくるような働きをしているのに、ナザレの人々は、まったく違った反応を示したのです。それは、自分達は知っている。自分達は子供のときから、その家族も知っている、と言う思いからでした。下手に知っていると思うことが、どんなに大きな損失を生んでいるのかを思います。私達は、自分は知っていると言う思いに封印をする必要があるかもしれません。どこまでも謙遜に知ろうとする姿勢が必要なのかもしれません。
承

イエス様は奇跡の癒しを行った、ガリラヤ湖の近くから、故郷のナザレに帰りました。その距離は20kmちょっとあったかと思います。ナザレは山奥の辺鄙なところとなります。カナの婚礼が行われた、カナはその近くにあります。今まではずっと、湖のほとりでしたが、どうしてナザレに帰ろうとしたのでしょうか。3章の21節には、あの男は気が変になっている、汚れた霊に取り付かれている、と言われて心配した母と兄弟姉妹が取り押さえに来たことが書かれています。親や兄弟でさえもそう思ったのですから、ナザレの村人はもっと強くそう思っていたかもしれません。そのイエス様が、取り押さえられてではなく、宣教するためにこのナザレにやってきました。それとも家の事が多少でも気になったのでしょうか。ですがこのナザレでは、家族のことは一切触れられていません。いまだにイエス様のことを、汚れた霊に取り付かれていると言ううわさで、信じることができず、遠ざけていたのでしょうか。
イエス様の宣教活動は、当時としては30歳と言う非常に遅くなってから始められています。このことに対しては、父親のヨセフが早いうちに亡くなったので、イエスは兄弟達が大きくなり独り立ちするまで、母マリアを助けて父親代わりをしていたのだと言う話もあります。その家のことや村のことを知りたいと思って帰ったのでしょうか。イエス様が故郷にお帰りになるときには、弟子達も従ったと書かれています。このときすでに12人の弟子たちがいましたので、大勢でやってきたことになります。
そして、安息日の日に久々に会堂で教え始められました。さすがに、故郷の会堂には入れたようです。村人達も、イエスがどんな話をするのか興味を持って聞きに集まってきたのではないでしょうか。そしてその話を聞いた反応は次のような言葉でした。2節と3節です。
マコ 6:2　安息日になったので、イエスは会堂で教え始められた。多くの人々はそれを聞いて、驚いて言った。「この人は、このようなことをどこから得たのだろう。この人が授かった知恵と、その手で行われるこのような奇跡はいったい何か。

マコ 6:3　この人は、大工ではないか。マリアの息子で、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではないか。姉妹たちは、ここで我々と一緒に住んでいるではないか。」このように、人々はイエスにつまずいた。
ナザレの人々は、イエスの話を聞いて驚きました。ですがその驚き方がちょっと違うのです。イエス様がカファルナウムで初めて説教したときには、人々はこう言っていました。人々は皆驚いて論じ合って、「これはいったいどういうことなのだ。権威ある新しい教えだ。この人が汚れた霊に命じると、そのいうことを聞く。」イエスの評判はたちまちガリラヤ地方の隅々にまで広まった。このような驚き方をしたのです。

ですが、ナザレでは冷たいさめた驚き方です。それは、あの男は気が変になっている、汚れた霊に取り付かれている、と言われていることを心に思って聞いているので、素直に神様の御業と受け取れず、サタンの業かもしれないと疑って聞いているのです。「この人は、このようなことをどこから得たのだろう。この人が授かった知恵と、その手で行われるこのような奇跡はいったい何か。」このような疑問は、このことは、神から来たのかサタンから来たのか迷っているような問いかけなのです。そしてさらには　「この人は、大工ではないか。マリアの息子で、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではないか。姉妹たちは、ここで我々と一緒に住んでいるではないか。」と言って、イエスを自分達と変わらないものではないかと、思おうとしているのです。「イエスが、ほかの人々が言っているように神の使いだとか、預言者だとかそんなことは信じられない。自分達はイエスの生い立ちを知っている。そんな大それたものであるはずがない。神からでもサタンからでもない。ついこの間まで、一緒に働いていた、大工ではないか。何をえらそうに話をしているのか。でもどうしてこのような知恵を授かったのだろうか、その奇跡はいったい何なのだろうか。不思議だ。」ナザレの人々はきっとそのように考えていたのではないでしょうか。イエス様は、今までしてきた大きな業にもかかわらず、ナザレではただの人とされてしまったのです。そのことをしっかり受け止めようとせず、不思議な驚きとして見たのです。
ナザレの人々は、自分達はイエスを知っている。彼はただの人だ。と思い込むことによって、イエスにつまずいてしまいました。イエスの言葉を信じることができなかったのです。あがめることができなかったのです。そしてイエス様は、「預言者が敬われないのは、自分の故郷、親戚や家族の間だけである」と言って嘆きました。信じられ、敬われることがなければ、イエス様でもその大きな働きを行うことができないのでした。救われたいと思っていない人々を救うことはできなかったのです。5節と6節です。
マコ 6:5　そこでは、ごくわずかの病人に手を置いていやされただけで、そのほかは何も奇跡を行うことがおできにならなかった。

マコ 6:6　そして、人々の不信仰に驚かれた
これまでは多くの人たちが押し寄せ、食事をする暇も寝る暇もないほどであったのに、なんという無関心でしょうか。この無関心が信仰を殺してしまうのでしょう。イエス様は人々の不信仰に驚かれたのです。このナザレの人々の受け止め方は、現代の人々の考え方と同じかもしれません。現代の人々は、科学的な考え方のみを真実だとしているので、宗教の考え方は知っている、その迷信も、間違いも、危険も知っている。宗教は主観的な根拠のない作り話だ。とすでにすべてを悟っているように思って、知ろうともせず、関心さえも寄せないでいるのではないでしょうか。知っていると思うことが大きな躓きになり、それ以上知ることを止めさせてしまいます。せっかくのイエス様の力も行うことができませんでした。信仰は信じるものの上に、神様の力が及んでくるものであることを改めて思います。イエス様でさえ、信じないものには癒しを行えなかったのですから。
転
イエス様は、ナザレを拠点にして、付近の村々をめぐって教え始める事にしました。
そしてこの場所で、初めて弟子たちを宣教に遣わしました。どうしてこの場所が最初となったのでしょうか。イエス様でさえ、なかなか受け入れてもらえないこの地は、むしろ誰にも知られていない弟子達のほうが、宣教しやすいと考えたのでしょうか。いままではイエス様が中心になって行っていた宣教を、ここでは弟子達が始めるようになったのです。これは大きな変化です。7節から９節です。
マコ 6:7　そして、十二人を呼び寄せ、二人ずつ組にして遣わすことにされた。その際、汚れた霊に対する権能を授け、

マコ 6:8　旅には杖一本のほか何も持たず、パンも、袋も、また帯の中に金も持たず、

マコ 6:9　ただ履物は履くように、そして「下着は二枚着てはならない」と命じられた。

　弟子達を二人ずつの組にして使わすことにしました。これは当時の旅をする姿として一般的なものでした。普通は一人では旅をしませんでした。危険なのです。そして、弟子達に特別なものを授けました。それは汚れた霊に対する権能です。この権能によって、病気を癒すこともできたのです。イエス様の宣教は癒しとペアになっているのです。それは心と体の救いを表しています。そして、旅に持っていくものは杖一本のほか何も持ちませんでした。パンも袋もお金も持ちませんでした。履物ははきましたが、下着は2枚着てはならないといわれました。すなわち、身につけるもの以外、何のたくわえを持たなかったといえます。それは何かに頼ることを禁じたのでした。持ち物を持てばそれに頼るからです。持ち物といえば杖だけです。ですがこの杖はモーセも持っていたように、神の力を表す持ち物です。すなわち、神様以外に一切頼らずに宣教しなさいということなのです。このように一切の持ち物を持たずに旅をしたり修行をしたりすることは古今東西の信仰世界では良く行われていました。自分のもっているものをすべて捨て去って、ただ神にのみ頼るということを象徴的に表すこととして、重視されていたようでした。イエス様は弟子達に次のように注意しました。10節と11節です。
マコ 6:10　また、こうも言われた。「どこでも、ある家に入ったら、その土地から旅立つときまで、その家にとどまりなさい。

マコ 6:11　しかし、あなたがたを迎え入れず、あなたがたに耳を傾けようともしない所があったら、そこを出ていくとき、彼らへの証しとして足の裏の埃を払い落としなさい。」

　ユダヤ社会では、旅人や寄留者を暖かく向かい入れることは、律法にも記されている大切なことでした。それは信仰によってなされました。ですから、その家にとどまり続けるのは、その人たちの信仰に答えることでした。ですから、イエス様は、「どこでも、ある家に入ったら、その土地から旅立つときまで、その家にとどまりなさい。」と言ったのです。いろいろな家を点々とするのは、信仰的ではなかったのです。それはむしろ利益を期待していたラビ達がしていたことでした。そのようにしてはいけないと言うことなのです。ですが、迎え入れてくれないこともありうるのです。耳を傾けようともしないところもあるわけです。イエス様は、このような場合、「あなたがたを迎え入れず、あなたがたに耳を傾けようともしない所があったら、そこを出ていくとき、彼らへの証しとして足の裏の埃を払い落としなさい。」と言いました。これは異邦人に対する態度なのです。ユダヤ人たちは異邦人の土地に入るとそこの塵さえも穢れていると考えて、足の裏の塵を払い落としたのです。イエス様は、もし人々があなた達の言うことに耳を傾けようともしなかったなら、あなた達のすることはただ、異邦人に対するように、足の裏の塵を払い落とすことだけだと教えたのです。それがあなた達の証だと教えたのです。
　ここの弟子の派遣の内容は、マタイによる福音書ではとても詳しく書かれています。10章全部がこの派遣のためのイエス様の注意と言った内容になっています。今日の聖書の箇所に対応するところだけを読んで見ても、このようになります。マタイの10章5節から15節です。

マタ 10:5　イエスはこの十二人を派遣するにあたり、次のように命じられた。「異邦人の道に行ってはならない。また、サマリア人の町に入ってはならない。

マタ 10:6　むしろ、イスラエルの家の失われた羊のところへ行きなさい。

マタ 10:7　行って、『天の国は近づいた』と宣べ伝えなさい。

マタ 10:8　病人をいやし、死者を生き返らせ、重い皮膚病を患っている人を清くし、悪霊を追い払いなさい。ただで受けたのだから、ただで与えなさい。

マタ 10:9　帯の中に金貨も銀貨も銅貨も入れて行ってはならない。

マタ 10:10　旅には袋も二枚の下着も、履物も杖も持って行ってはならない。働く者が食べ物を受けるのは当然である。

マタ 10:11　町や村に入ったら、そこで、ふさわしい人はだれかをよく調べ、旅立つときまで、その人のもとにとどまりなさい。

マタ 10:12　その家に入ったら、『平和があるように』と挨拶しなさい。

マタ 10:13　家の人々がそれを受けるにふさわしければ、あなたがたの願う平和は彼らに与えられる。もし、ふさわしくなければ、その平和はあなたがたに返ってくる。

マタ 10:14　あなたがたを迎え入れもせず、あなたがたの言葉に耳を傾けようともしない者がいたら、その家や町を出て行くとき、足の埃を払い落としなさい。

マタ 10:15　はっきり言っておく。裁きの日には、この町よりもソドムやゴモラの地の方が軽い罰で済む。」

　　このように、イエス様の指示は、マルコの内容よりもずっと具体的で詳細です。何を言ったらよいのか、何を行ったらよいのか、どのようにしたら良いのかを細かに指示しています。
この派遣に関しては弟子達が不安や恐れを感じているだけでなく、イエス様自身も、とても緊迫した感じでこういっているのです。「私はあなた方を遣わす。それは、狼の群れに羊を送り込むようなものだ。だから、蛇のように賢く、はとのように素直になりなさい。人々を警戒しなさい。」このように、マルコ福音書からは読み取れない緊迫した派遣の様子が、マタイ福音書から読み取れるのです。それほど、この派遣は命運をかけた宣教の旅となったのでしょう。
結

イエス様は、故郷のナザレに帰ってきましたが、その反応は冷たいものでした。イエス様がいかに力ある業をなさる人でも、それを信じ求めることがなければ、何もすることができないのでした。イエス様を幼少の頃から知っていると言う思いは、イエス様を神の人と受け入れるための躓きとなりました。イエス様をそのような人としては受け入れることができなかったのです。ヨハネ書にある、「神がお遣わしになった者を信じること、それが神の業である。」（ヨハネ6：29）と言う、その神の業をナザレの人々は知ることがなかったのです。
イエス様は、それに対して、弟子達を派遣することにしました。弟子達には悪霊を追い出す権能を授け、ただ神様だけを信じて行えるよう何も持たせないで派遣しました。それはイエス様にとっても、弟子達にとってもそれは大きな冒険でもあったのです。

私達はこの二つの話を聞いて、何も予断することなく、ただ神様のみを信じることの大切さを知るのです。ナザレの人々はイエス様を昔から知っているとした予断のために躓きました。弟子達は、予断することなく、何も持たずに、ただ神様を信頼して出発しました。この二つの姿勢が、神様の恵みを受け取れるか受け取れないか、神の業を行えるか行えないかの試金石になっていたのです。
（一分間黙想）（お祈り）

天の父なる神様。今日のみ言葉の恵みに感謝いたします。故郷のナザレの人々は、イエス様を良く知っているがために躓きました。神の人とは受け入れることができませんでした。私達にも同じようなことは起こっていませんでしょうか。慣れ親しみすぎたために躓きとなっていることはないでしょうか。長い信仰生活が、かえって躓きとなっていることはありませんでしょうか。神様どうか、私達の思いを謙遜へと立ち返らせ、子供のような思いを持って、あなたの御心を受け止めていくことができますように導いてください。
派遣された弟子達の姿からも教えられるものです。無一物で、どうなるか分からない旅に出かけますが、頼っていいのは、ただあなただけです。イエス様に派遣されると言うことはそのようなことなのではないでしょうか。人間的に見れば、何の保障もない危険な旅なのです。ですが頼っていいのは、ただあなただけです。そのような旅路を私達も歩むことができますように、どうか導いてください。恐れるのではなく、信じて歩むものとさせてください。

この祈りを主、イエスキリストの御名によってお祈りいたします。アーメン

（（聖書の箇所））

◆ナザレで受け入れられない

マコ 6:1　イエスはそこを去って故郷にお帰りになったが、弟子たちも従った。

マコ 6:2　安息日になったので、イエスは会堂で教え始められた。多くの人々はそれを聞いて、驚いて言った。「この人は、このようなことをどこから得たのだろう。この人が授かった知恵と、その手で行われるこのような奇跡はいったい何か。

マコ 6:3　この人は、大工ではないか。マリアの息子で、ヤコブ、ヨセ、ユダ、シモンの兄弟ではないか。姉妹たちは、ここで我々と一緒に住んでいるではないか。」このように、人々はイエスにつまずいた。

マコ 6:4　イエスは、「預言者が敬われないのは、自分の故郷、親戚や家族の間だけである」と言われた。

マコ 6:5　そこでは、ごくわずかの病人に手を置いていやされただけで、そのほかは何も奇跡を行うことがおできにならなかった。

マコ 6:6　そして、人々の不信仰に驚かれた。

◆十二人を派遣する

それから、イエスは付近の村を巡り歩いてお教えになった。

マコ 6:7　そして、十二人を呼び寄せ、二人ずつ組にして遣わすことにされた。その際、汚れた霊に対する権能を授け、

マコ 6:8　旅には杖一本のほか何も持たず、パンも、袋も、また帯の中に金も持たず、

マコ 6:9　ただ履物は履くように、そして「下着は二枚着てはならない」と命じられた。

マコ 6:10　また、こうも言われた。「どこでも、ある家に入ったら、その土地から旅立つときまで、その家にとどまりなさい。

マコ 6:11　しかし、あなたがたを迎え入れず、あなたがたに耳を傾けようともしない所があったら、そこを出ていくとき、彼らへの証しとして足の裏の埃を払い落としなさい。」

マコ 6:12　十二人は出かけて行って、悔い改めさせるために宣教した。

マコ 6:13　そして、多くの悪霊を追い出し、油を塗って多くの病人をいやした。
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